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立
春
の
候
、皆
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　　
令
和
６
年
元
日
に
は

能
登
半
島
地
震
が
発
生

し
、現
在
も
被
災
地
で

は
多
く
の
方
々
が
困
難

な
状
況
に
直
面
さ
れ
て

い
ま
す
。ま
た
、10
月
の

総
選
挙
で
は
自
民
党
が

少
数
与
党
と
な
り
、石

破
茂
氏
が
新
た
に
総
理

大
臣
に
就
任
し
ま
し

た
。さ
ら
に
、国
際
情
勢

で
は
ト
ラ
ン
プ
氏
の
ア

メ
リ
カ
大
統
領
就
任
が

注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　　
明
和
町
で
は
、２
月

に
世
古
口
哲
哉
前
町
長

が
急
逝
さ
れ
、３
月
に

下
村
由
美
子
氏
が
新
町

長
に
就
任
、７
月
に
は

高
木
謙
治
氏
が
新
副
町

長
に
着
任
し
、新
体
制

で
の
町
政
運
営
が
進
み

始
め
ま
し
た
。

　
昨
年
は
波
乱
と
大
き

な
変
化
の
一
年
で
し
た

が
、本
年
も
た
か
は
し

浩
司
は
地
域
の
発
展
と

住
民
福
祉
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。本
年
も
引
き
続
き

ご
指
導
と
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
た
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し
浩
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会
長 

渡
邉 

裕

令和6年9月議会で物価高騰対策などの補正予算や、いつきのみや歴史体験館の管理条例の一部改
正の議案など２１件を可決し、また決算特別委員会では、令和5年度の決算が承認されました。
令和６年１２月議会で、手話言語条例の制定、漁港管理条例の一部改正、ふるさと寄附事業の補正予算
など、１５件の議案が可決されました。

●

●

12月の定例会では、「髙木謙治新副町長の役割と町政運営」そして「役場での働きやすい
職場環境を整えることによる高い住民サービスの提供」について一般質問を行いました。
①町長が一見知事に副町長の選任条件として明和町出身・在住を含めなかった理由を問いました。
　【下村町長】町が直面する課題解決を最優先し、町内外を問わず、特に財政運営に関する豊富な知見、優れ
た調整力、県との連携を円滑に進める力を兼ね備えた方を起用することが重要と考え、これらの条件を満た
し、即戦力として調整に貢献できる方をお願いした。

答

②副町長が着任時に述べた「財政再建」「新庁舎建設」「新規事業への挑戦」の考え方を問いました。
　【髙木副町長】町の財政再建プランの「持続可能な財政運営」と「歳入確保の推進」「歳出抑制の推進」とい
う基本方針に立ち返って歳入・歳出の両面からの取り組みを徹底する必要があり、歳入面ではふるさと納税
の確保、受益者負担の原則など、歳出面では既存事業の見直し、維持管理コストの削減を進める。まず財政
再建に道筋をつけることが最優先で、その先に新庁舎建設や新規事業への挑戦が可能になると考える。

答

③町民満足度の向上に必要な住民間の公平、公正、平等性の実現について町長の見解を問いました。
　【下村町長】町行政に安心感や信頼感を持ち、自分たちの暮らしが豊かになっていると住民が実感できることが満
足度の高いサービスであり、そのためには公平性、公正性、平等性を確保することが極めて重要だと認識している。
答

④役場で働く職員の職場環境を改善する一環として、ハラスメント対策について問いました。
　【下村町長】町民の満足度向上には、職員が働きやすい活気ある職場環境の整備が
必要と考える。そのため、ハラスメント問題を重要な課題として真摯に受け止め、相談
体制の充実、ハラスメント防止研修、アンケートの実施を通じて問題の早期発見と適切
な対応に努める。さらに、職員一人ひとりがやりがいを持って働き続けられるよう、サ
ポート体制と職場環境の改善に取り組む。

答



めいわトピックス
令和６年７月から１２月の議会と行政の主な動き等を取り上げました

台風や集中豪雨時に排水路や川への大量の雨水流入を防ぐため、水田を一時的に貯留
池として利用する「田んぼダム」の実証実験が行われました。この実験は令和6年7月か
ら11月にかけて実施され、そのデータを基に来年度も改良と実験が予定されています。

● 田んぼダムついて●

長年問題となっていた地域の道路沿いにある倒壊の危険があるブロック塀の撤去に
向けた取り組みが始まりました。これは放置されて近隣に悪影響を与えている土地
や建物を適切に管理をする国の「管理不全土地制度」を活用して行われています。

● 倒壊の危険があるブロック塀の撤去について ●

● 決算特別委員会（9月）では・・・ ●

私有地に設置されている防火水槽および老朽化しているものを調査・整理し、町全体での水利（消火栓等）
を確保するよう要望しました。
　町全体の防災力の強化のため、防火水槽を含めた水利整備の検討を進めていきたい。
中学校の保健室では、毎月累計で950人もの生徒の利用があり、町独自の養護助教諭の配置が必要です。
併せて養護教諭の配置基準の見直しを県教育委員会に働きかけるよう要望しました。
　現在中学校では、養護教諭１名と養護助教諭１名の２名で対応しているが、人員の充実などを含めて検討したい。

①

②

◆令和５年度の事務・事業などの取り組みについて質問と要望を行いました。

答

答

総務産業委員会と教育厚生委員会での報告等をまとめました。

※詳しくは役場の担当課までお問い合わせ下さい。

令和7年4月から・・・
〇役場のこども課内に「こども」の総合支援窓口の「明和町こども家庭センター」が設置されます。
〇地震等の災害対策で耐震シェルターを自宅に設置する際に補助を行う制度がスタートします。
〇不登校等の児童生徒を受け入れる教育支援センター「さくら教室」が旧修正小学校に
開設されます。

● ９月と１２月の議会の各委員会では・・・●

昨年末には1階部分のコンクリート打設工事
が半分以上完了し、年明けからは2階部分も
工事が始まりました。これにより、来年4月の
開校に向けて工事が順調に進行しています。
（　  写真は明和町のホームページから）

● 明和北小学校建設工事について ●

（完成予想図）（完成予想図） （12月の進捗）（12月の進捗）


